
自治体広報をDX！
高齢者にも若者世代にも

見やすく伝わる広報を実現したい！

スパイラル株式会社

×
加西市 デジタル戦略課



背景・目的

加西市では令和4年度より、以下のように自治会連絡・市からの広報のデジタル化
に取り組んでいる。

①自治会長との連絡手段のデジタル化

②隣保回覧・全戸配布のデジタル化

③自治会内連絡のデジタル化

これらの取り組みにより、自治会長や役員の方の負担軽減が望めるとともに、市
民の皆様の満足度の向上を図っている。

令和5年度は、「②隣保回覧・全戸配布のデジタル化」の実証実験を行っており、
高齢者にも若者世代にも見やすく伝わるデジタル広報の実現を目指している。



実証実験の概要

①Webサイト「広報プラス -広報かさい-」を構築

②加西市公式LINE登録者（一部）にメッセージを配信してWebサイトに誘導

③LINE上でアンケートを実施
Web用に構成した記事ページ



課題解決の工夫①
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①広報誌を記事毎に分け、見出し読みが可能

に

広報誌記事を各ページに分けて掲載し、全ての

記事の見出しを一覧表示。

デジタルでも高い可読性を実現しました。



課題解決の工夫②
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②文字サイズのデフォルト＝初期設定を

「大」に設定

文字サイズを大きくして、手元でスマホの

拡大操作をしなくても読みやすくなりまし

た。



課題解決の工夫③
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③記事単位の音声読み上げに加え、広報誌全体を

通して読み上げる機能を追加

さらに、地名や人物名など自動音声再生では通常読み上げが難

しい漢字について、加西市独自に読み方を指定しました。

例：旧九会村きゅうくえむら

水田家住宅みずたけじゅうたく



課題解決の工夫④⑤

④誌面に印刷されているQRコードは、WebサイトではURL

リンクの形で掲載

記事からスムーズに問い合わせ等のページに移動できるようにしました。

⑤元の広報誌を活かし、Webの記事ページと誌面掲載箇

所との対応づけが分かるように（誌面画像に赤枠を付け

て）表示

おくやみの記事は個人情報に配慮して画像形式で（テキスト化せず）掲

載。
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広報Webサイト その他の特徴
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外国語の翻訳に対応（8か国語）

英語/中国語/韓国語/ポルトガル語/スペイン語/インドネシア語/タ

イ語/ベトナム語

住民の興味関心の度合いを確認し

て、より良い広報誌制作に活用でき

ます。

広報誌の閲覧状況をデータで把握

「Google アナリティクス 4（GA4）」を導入

全体・記事別のユーザー数、ページビュー数等を集計

外国語翻訳の利用状況のデータを取得



実証実験の様子

実証協力者にLINEでメッセージを送り、構築したWebサイトに誘導するととも
に、アンケートに回答いただいた。



目標・KPI
以下項目についてアンケートで5段階評価の回答を集めた。

・Q1 記事の読み上げの便利さ

・Q2 ページ全体の見やすさ

・Q3 文字の見やすさ

・Q4 PDFと比べた便利さ

・5段階評価以外では利用デバイスや使用した機能など

期間：令和6年1月1日〜2月5日

対象：実証実験参加自治会住民

回答：44人(回答率8.7%、母数503人)

【Q3】広報誌の文字は十分な大きさですか? 

【Q1】記事の読み上げは便利でしたか? 

※Q2は自由記入につきグラフ無し。

【Q4】12月までの誌面形式(PDF)と比べて
どちらが便利ですか? 



今後の展開・課題
▼サービス/システムに関する課題

①「デジタルでも見やすく伝わる」UIの追求
見出しの見せ方の工夫（記事画像のサムネイル表示等）
Webアクセシビリティの向上（JIS X 8341-3の基準に照らした改善）

②「デジタルだから伝えられる」機能の拡充
外国語翻訳した文章の読み上げ
記事一覧からの音声再生、チャプター再生
おすすめ記事や関連記事の表示 等

▼地域での展開における課題

①住民へのデジタル広報の周知、継続的な意見収集

②若年層が見たくなる広報のあり方の検討

③「やさしい日本語」の活用の検討



サービス/システムの紹介
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通常運用なら
一切手間が

かかりません

独自アプリ
やLINEとの
連携も可能

やさしい日本語に

一括変換

ふり仮名も

１００超の言語
に翻訳可能

自治体からの
「お知らせ」

広報広聴支援サービス


